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コ□ナ自然通気お開放式石油ストー 

取扱説明 E 



田！アールエツクス 

.RX-228 



このたびは、コ□ナ石ミ由ス I ブをお買いあげ 
いただき、まことにありびとうございました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後もお使いになるちびい 
つでち見られる巧に「保証書」となに大切に保 
管しでください。 


燃料は必す良質のな';由 
使巧しでください。 
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么警告 
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ガソリン使用禁止 
巧用燃料：ロミ由 




KEROSENE ONLY 


A 注意 

変質した持ちおしの油 
使巧厳禁 


巧おを燥厳禁 


1寝るとをミ肖义） 


1 給油時お义） 



□ 特にを意しでいたださたいこと 

(まをのために必すお守りください)1〜3 


* ロミ由の廃棄についで-3 

百使用する場所一- -3 

且备部のなまえ-4 

•が観図-4 

•構造図-4 

□ 使巧前の準備-- 5~6 

•開こんと部品のたット — — 立-て-口。 5 

•燃料-已 

•給ミ由-6 

•点义前の華備とお認-6 

B 使巧方を …--- . . . 7〜9 

•点义-7 

•炎の調節-8 

•消义_----— 8~9 

□ 巧震自動消义装置一^^— 9 

□ その他の装置 - - 9 

□ 曰常の点検•手入れ-10〜11 

回定期点検 -12 

阻な障-異常の見分けちと処置方を-12 

田部品交換のしかた-13 

旧 保管（長期間使用しない場台）一——-13 

旧 仕様-14 

圧] アフターサービス -’ --―- 14 


が iilii ご A 百II ^乾電池は付属されていません。 

¥2乾電池（単一形）2個をお買い巧め<ださい。 


^株な含な 











































































田特にま意していただきたいこと度をのために 0 ず祝りください) 


この取扱説日月書および製品への表示では、製品をままに正しくお使いいただき、あなたや1也の人々へのち害やお産へ 
の損害を未がに防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意巧は巧のよラになつでいます。内容 
をよく理醉しでから本文をお読みください。 


A ち険 


この表示を無視しで、誤った取り扱い 
をすると、人が死こ、重傷を負ラ盾険 
または乂がの危険び差し迫つでをじる 
ことが想定される内客を示しでいます。 


給表示の例 


/\ 記号はま意を促す巧客びあることを告げるちのです。 

/|\図のかに具体のなま意内客 （ 左図の場含は一般的なま 
意）び描かれでいます。 


A 警告 


この表示を無視しで、誤った取り扳い 
をすると、人が死亡、重傷を負ラ巧能 
性または义がの巧能性び想定される内 
客を示しでいます。 




&記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 
図の中や巧傍に具体的な禁止巧客 （ 在図の場含はガソ 
リン禁止）び巧かれでいます。 


A 注意 


この表示を無視しで、誤った取り扳い 
をすると、人が傷害を負ラ可能性や牧 I 
的損害の発ちが想定される巧客を示し 
でいます。 


〇 〇記号は行為を指示する巧客を告げるちのです。 

図のかに具体的な指示内客 （ 左図の場含は一般的な巧 
為の指示）が描かれでいます。 


么危険 (DANGER) 


ガソリン厳禁 

万ソ I 」ンなど揮発性の高い';由は、絶巧に使巧しないでください。 
义災の原因になります。 


(§) 


么警告 (WARNING) 


カーテン、可燃物近接厳禁 


カーテンや燃えやすいちののそ 
ばなどでは使巧しないで < ださい。 
义おの原因になります。 



換気爲要 


© 


換気せずに使用しつブけないで 
ください。酸素び不足すると、 

不完全燃焼し、一酸化炭素など 
び発生しで中養になるおそれび 
あります。また、乳幼巧や呼吸 
器疾患などのかたは体調不良に 
なるおそれびあります。使巧中 
は必ず1時間に1〜2回 （ 1〜2分）換気しで、新鮮な 
空気を補給しでください。窓の凍結、地下室など換気 
が'十分におこなえない場所では、使巧しないでください。 
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寝るとを消义 

寝るときや外化するときは、必 
す消乂しでください。 

また、人目の届かないところでは、 

使巧しないで < ださい。 

不完全燃焼や異萬燃焼-乂災の 
おそれびあります。 

消乂の際は、必すしん調節つまみび消义位置じちどり、 
义び消えたことを確かめでください。 



給油時消义 

給油は、必す消义しでからおこ 
なつでくださし、。 

乂おの原因になります。 

こぼれた灯油は、よくふきとつ 
で < ださい。 



油もれを険 

給ミを□□をは確実に締めで < ださ 
い。給ミ由□□金を下にしで、ミあち 
れびないことを確かめでください。 

□金を斜めに締めたりすると、簡 
単に□金びはずれで、义おの原因になります。 



巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しない 
で < ださい。 

巧類び落下しで乂びつき、乂が 
の原因になります。 



やかんのせ禁止 

やかんやなべなどをのせない 
で < ださい。 

振動や接魄によってやかんや 
なべなどの熱湯びこぼれ、や 
けどのおそれが'あります。また、なべの煮こぼれじよ 
っでストーブ内部の部品び損傷するおそれびあります。 



























































么警告 (WARNING) 


スプレー 宙厳禁 


スプレー左や力它ットこんろ巧ボ 
ンべなどをストーブの上や前に放 
置しないでください。 

熱で击の圧力び上びり、爆発し、 
ち陵です。 


〇 



可燃性ガス使用厳禁 

ス I -ーブを使巧しでいる部屋で、 
巧燃性ガスび発をするちの（ベン 
ジン、シンナー、ガソリン）、ス 
プレーを使巧しないでください。 

火おや故障の原因になります。 



么ま意 (CAUTION) 


燃焼中移動禁止 


乂のついたまま持ち運ばないでく 
ださい。 

やけどのおそれが'あります。 

また、転倒すると乂がになるおそ 
れびあります。 



純正部品の使用 

しんなどの部品は、必す純正部品け旨定され 
た部品）を使用しでください。 

予想しない事故び発をするおそれびあります。 


異常時使用禁止 

におい、すすの発を、炎の色など 
異萬燃烧を起こしたとさは使用し 
ないで < ださし、。 

該急の場合でちあわですにしんを 
下げで消火しでください。 

(廣8 . 9ぺージ） 


居室内給油禁止 

給ミ由は、必す乂の気のないところでおこな 
つでくださし、。 

乂災のおそれか'あります。 

変質灯油禁止 


〇 

Q 



〇 

〇 


変質な巧 （ 持ち越したな巧など)、不純な';由（な 
ミ由]^外の巧•水-ごみび湿入した灯;由など）を 
使巧しないでください。 

異萬燃焼やしんび下がらなくなるおそれびあります。 

高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、高温部（図の 
ア=部分）にまなどふれないでくだ 
さい。 

やけどのおそれか'あります。 

小さいお子様やからだの不自由な 
ちのいるご家庭では、特に';主意しでください。 



掃除機の排気に注意 

燃焼中に掃除機の排気などをあ 
でないでくださし、。 

風びあたるとホ义び化たり、異 
常燃焼の原因になり危険です。 



分解修理•改造の禁止 


故障、破損したら、使巧しないでください 
不完全な修理や改造は危陵です。 

お買いホめの販売店に修理を依頼しでください。 




可燃物との距離を離す 

燃えやすいちのや障 
害物とは、必す図に 
示す距離をとつで設 
置しでください。 

乂災のおそれびあり 
ます。 100 cm は上 


ク1 00 cm な上 




ほこりの除去 

ほこりを、とさどさ除去しでください。 

ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼のお 
それびあります。 


〇 


Q 


次の場所では使用しない 

乂がや予想しない事故の原因になります。 

♦水平でない場所、不安定な場所 
•風のあたる場巧、部屋の出入□や屋外 
•ほこりや湿気の多い場所 
• 不安定な物をのせた棚などの下 
•可燃性ガスの発をする場所またはたまる場所 
•温室、飼育室など人のいない場所 
•理•美客室、クリーニンヴ店などスプレーや化等 
薬品を使ラ場所 

• 7ントルピースなどス I ''ーブび囲われる場所 
•直射曰おのあたる場巧 








































正常燃焼の確認 

正常に燃焼しでいることを確認 
しでください。 

しんび上びりすぎたり、燃焼筒 
びずれでいたりすると異常燃焼 
しち険です。 


么ミ主意 (CAUTION) 



曰常のお手入れ時の注意 

曰萬の点検-手入れは必すおこな 
つで < ださい。 

点検-ま入れは、ストーブびちえ 
でからおこなつでください。 

(厮10 . 11ぺージ） 

やけどのおそれびあります。 



燃焼筒のガラスが割れたままの使用禁止 


燃焼筒のガラスび欠けたり、割れで破 
損したままの状態では、絶対に使用し 
ないで < ださい。 

異萬燃焼したり、すすび凳をするおそれびあります。 


Q 


運搬するとを 

ストーブを運搬する場合は、給なタンク- 
固定タンク内のな';由を抜いでください。 
運搬の适中でな';由びこぼれで周囲を;'ちす 
おそれびあります。 



保管時にしていただくこと 

長期間使用しないとさまたは保管すると 



さは、必すな由を巧いで、乾電池を取り 
はずしでください。 

傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 
义がのおそれが'あります。 


廃棄するとき 

ス I -ーブを廃棄処分するときは、必す給 
ミをタンク-固定タンク内の灯;をを給;由ポ 
ンプなどで巧ぎ取つでください。 



(厮11ページ） 

灯ミ由や乾電池び入ったまま廃棄するとリサイクルの 
際に思わめ事故になるおそれびあります。 


ふく射熱に長時間あたらない 

ストーブに直接長時間あたらないでください。ほ温やけどや脱水症状になるおそれびあります。 
お子様、おを寄り、病気のち、巧ふの弱いちなどびお使いになる場合は、ス I — ブの取り扱い、 
部屋の換気、やけど、ほ温やけどや脱水症状などじついで固囲の人が’十分;主意しでください。 


Q 


お願い （ NOTICE) 


な油の廃棄 

灯ミをの廃棄処分は、な';由をお買い巧めになった販売店にご相談ください。 


回使用する場所 


効果のに使用するために 


•外気に接する窓側などじ置くと、冷気びストーブで暖められ、上昇 
対流するので効果的です。 


* カーテンなど可燃物との距離は十分とつでください。 


参扇風機やサーキユレーターなどで室内の空気を巧流させると、より 
効果的な暖房びできます。 

•ス I ブじ直接、風びあたらないよラを意しでください。 








































回各部のなまえ 

〔外観図） 



0青造図) 















































































































回ほ用前のを備 


開こんと部品のセット 


1•包装箱からストーブを出す 2.燃焼筒をたットする3.乾電池(お一お2個)を它ットする 


参包装箱からス I -ーブを取り出しでください。 
参ガードをとめでいるテープをはすしで、ガ 
ードを開いでくださし、。 

参燃焼筒ききをはすしでください。 

参タンク室ふたを開いで、タンク巧えをはす 
しでくださし、。 


•包装箱、タンク巧え、燃烧筒巻ぎはス I -ーフ'の 
保菅に必要でず。 

また、取あ説巧書を忘れすにお管しでください。 



♦燃焼筒を t ットしたら、 
ガードをちとどおりに取 
り巧けでください。 

♦燃烧筒つまみを左ちじ動 
かしで、しん案内筒に正 
しくすねつでいることを 
確認しでください。 



♦乾電池は別売です。 

♦同じ種類の新しい単一お乾電池を2個用意し 
でくださし、。 

種類の異なる乾電池、または新しい乾電地と 
ちい乾電池を組み合わせで使用しますと、液 
もれや破裂のおそれびあります。 

♦シーズン始めにすベで新しい乾電池に交換し 
でください。消'耗した乾電池を使用すると、 
点义しにくい場合びあります。 

参を側じある電池ケースに、乾電池を電池ブー 
スの絵のち向に合わせで正しくじツトしでく 



f 丽画 

燃料は必ずな'ぶ ( J 旧1吾な巧)を使巧して < ださい。 

• 筒埃 I ガソリンなどの揮発性の高いミ由は絶巧に使用しないでください。乂災の原因になります。 

参 I A 注意1変質ロミ由、不純な';由などは絶夕すに1ましないで<ださい。 

• 添如剖や助燃剖などは使巧しないでください。 

参ロミ由は必す义気-雨水-ごみ-高温および直射曰化をさけた場所に保管しでください。 


I 打油とガソリンの見分けかた 


指巧に燃料をつけ、息をふさかけ 
ます。 

(乂の気のない巧でおこなつでください。) 




巧油は 乃ソリンは 

めれたまま すぐ乾く 


変質灯油•不純り油とは • 


巧シーズンよ 
り持ち越しの 
巧ミあ 


0 


長期間曰巧に 
あたる巧や温 
度の高い巧に 
保管した灯油 


0 



容器のふたが 
開けであったり、 
乳白色のポリ 
容器で保管し 
たな油 


0 


水-ごみやな 
油むがの油び 
ほんのねすか 
でち混入した 
巧油 



•極度に変質したち 
のは、黄色味びか 
ったり、すっぱい 
においがします。 
•必すな巧用のポリ 
タンクをお使いく 
ださし、。 

灯油はシーズン中 
に使いきりましよラ。 


■変質な油や不純好油を使用すると、機器の故障の原因になりまず。 


し ’广 かたぃ 

I nil 


第1糸 


第2糸 



♦油の程度にちよりますが、1曰〜 

30曰のご使用で、しんの先端(図 1) 

または第2糸と第3糸の間(図 2) 

にカーボンや夕ールが巧着し、そ 
の部おがかたくなると同時に層く 
なっで、スピード消乂ボタンを押 
したり、巧震自動消乂装置が作動 
しでち、しんが下がらす消乂しないことがあります。 

♦点乂しなかったり、点乂に時間がかかったりします。 

♦赤熱ムラが出たり、燃焼簡が暗くなり、激しいにおいがしたり、異常燃焼 
したりします。 

♦給油タンクにな油び残っていでち乂力び小さくなったり、しんが下がらな 
くなったりします。 

♦点乂しでから完全燃焼まで時間がかかります。 

♦給;由タンクや固定タンクが腐食する原因になります。 


■万一変質な油や不純な油を 

使用したときは… 

•給ミ由-固定タンク巧の灯;由を抜さ、さ 
れいな灯ミ由で2〜3回洗っでから使巧 
しでください。 

(おレミ由び巧ってレると再発します。） 
(恩=11ページ） 

• しんの手入れをしでくださし、。 

(原11ページ） 

• しんの手入れをしでち効果のないとき 
はしんを交換しでくださし、。 

しんの交換はお買いずめの販売店または、 
コ□ナお客様ご相談窓□にご連絡くだ 
さい。 


•変質な油、不純な油が原因で修理を依頼されたときは、保証期間かでち保証の巧象がとなります。 
♦変質な油の処理でお困りの場ちは、巧油をお買い求めの販売店にご相談ください。 

\_ J 

























































































4. ほ用前の準備 


♦ I 么警告！給';由は必す消乂しでから乂の気のないところでおこなつでください。 


給油の手順とを意. 




1.給油タンクを取り出し、給油□□ををはずす 

参タンク室ふたを開いで給ミ由タンクを取り出し、給ミ由□□をを左にまわし 
で取りはすしでください。 


鲁燃烧中に給ミ由タンクを持ち上げますと、ままのため 
に給油時自動消义装置びはたらいで、自動的に消义 
します。 

参給;由 □ □をの井の部分にコ''ミなどびはさまつでいる 
場合は取り除いでください。 

ミ由ちれの原因になります。 



2•給油する 

参巿販の給ミ由ポンプなどを使用しで、油量計を見なびら給;由しでください。 
♦ミ由量計の〔り〕位置まで黒色に変わったら、給ミ由をやめでください。 




3•給巧□□をを締める 


•[么警告 I 給ミ由□□をは、確実に締めでください。 

を合;'由□□金を下にしで、ミ由ちれびないことを確かめでから、給ミ由タンクを夕 
ンク室に正しく t ットしでください。 

♦レ？\警告 j 給';由□□をを斜めに締めたりすると、簡おに給'油□□を 
びはすれて、乂災の原因になります。 

参こぼれたなミ由はよくふきとってください。 


■給油するときのめやす（給油サインで確認してください。） 

♦ご使巧中、給なタンク巧のロミ由びかなくなると 
「給油サイン J で給ミ由のそ告をします。 
r 給油サイン J に ピンク芭び おできたら、 「給油 
の手順とま意」 にしたびつで給ミ由しでください。 

約1〜2時間で給なタンク巧のな';由がなくなり 
ます。 




[ななびのないとぎ] 


►[[給ミ由 


ピンク色 


点乂前の準備と確認 


化平な場所に設置 



給巧時白動消义装置燃焼筒のすわ〇お認 
のをツト 



巧震自動消义装置の它ット 



参ス I ブは、水平でを定の 
よい巧の上に設置しでくだ 
さい。 


参給;由タンクを t ットする 
と自動的に亡ットされます。 


•燃烧筒のつまみを持つ 
で左ちに2〜3回動か 
しで、しん案内筒に正 


♦点义つまみを巧し下げることによ 
り自動的に t ットされます。 


• 傾斜した場所やお動の激しい 
場所で使苗すると、異常燃烧 
や巧震自動;'肖义装置の誤1 乍動 
の原因になります。 


• 給;由タンクび確実に入って 
いないと、 t ツトされません。 


しくすねつでいるかを 
確かめでくださし、。 


♦このとき、しんち同時に上びり、自動 
のに点义されます。 












































































































































回巧。方法 


■電池点义のしかた 
1.点义つまみを下げる 

参静かにとまるまで押し下げでください。 

しんび同時に上がり自動的に点义します。 

参点义を確認しでから、点义つまみをちとの位置まで静かに戻 
しでください。 


•点乂ヒータ付おから白煙び上びるだけで点乂しない揚含は、 
点义つまみをかし戻すと点义します。 

(逆に強く巧しつけると点义しにくくなります。） 

•点乂したことをお認したあとち点义操作をそのまま続けで 
いたり、燃焼中に点义操作をおこなラと点义ヒータのフ 
イラメントび断線したり、破損の原因になります。 




2•燃焼筒のすわりお認 

参燃烧筒のつまみを持って、左ちに2〜3回動かしで、しん案 
内筒に正しくすわつでいるかを確かめでくださし、。 


• I A を意1 燃焼筒び正しくすわっていないと、最初からホ 
乂ですすけで異常燃焼します。正しくすえ巧けでください。 

• I 么ま意 I 燃焼筒のつまみをちちに動かすときは、万ード 
や覆板び畐温になつでいますので、ふれないよラにま意し 
でください。 



■マッチ点乂のしかた（点乂ヒータび使えないとき） 

1.刀ードを開いでください。 

2 .点义つまみをとまるまで静かに押し下げしんをいっぱいじ上げでから、 

点乂つまみをちとの位置まで戻しでください。 

3 . 燃焼筒つまみを図のよラに持ち上げでマッチで点义しでください。 

4. 燃焼筒をしん案内筒の上に静かに戻しでくださし、。 

己.燃焼筒つまみを持って左ちに2〜3回動かし、燃焼筒のすわりをおかめでください。 
6 .ガードを閉めでください。 



♦マッチの燃えかすをしん巧巧や置台の上に置かないでください。樹脂部分び焼損したり、义が 
の原因になります。 

\_ J 


•初めでご使用になるときや、しんのま入れ、しんの交換、から焼きなどをしたときは、給';由後20分上放置 
しで、しんに十分灯ミ由びしみこむまでおまちください。しんに十分なミ由びしみこまないラちに点义すると、 
吸い上げ不足のため燃焼筒のホ熱不足び続くことびあります。このときは、いったん消义し、20分]^上放置 
を点乂しでください。 

参初めでご使巧になるとき、点乂後しばらく多少のにおいびしますが、これはス I ブに巧着しでいるミ由など 
び焼けるときのちので異常ではありません。 

\ _ / 
















































5. 使用方法 


ち目 



炎の調節はしん調節つまみでおこないます。 

• しん調節つまみを押し下げるとおび伸び、引き上げるとおびルさ 
くなります。 

♦おやホ熱のげ態を見なびら しんの下げす ぎや しんの上げす ぎの 

状態にならないよラに調節しでください。 




X しんの下げすぎ 

燃焼筒の上部び黒い _ == 


•点义を1日〜20かたっで、部分的な炎の巧びや、燃焼筒の/赤熱ムラびでるとさは、燃焼筒つまみを持って左ちに軽く 2〜 
3回動かしでください。それでもおび伸びできたら、しん調節つまみをゆっくりと引き上げで、正しい炎の状態に調節し 
でご使田ください。 

♦点义をそのまま放っておくとしんの上げすぎのよラに炎びかびで、すすや一酸化廣素び発ちすることびあります。 

また、しんの下げすぎのよラに燃焼筒のホ熱び不足しでいる状態で燃焼しますと、燃烧音(ポッポッ)やじおい' 一酸化廣 
素び発ちするばかりでなく、しんに力ーボンびイ寸着し、しん調節ち重くなります。このよラなときはしんの字入れをしで 
ください。 （[^^11 ページ） 

•しんを下げた状態から急激にしんを上げる（しん調節つまみを下げる）と、一時的に炎び1申びでにおいや黒煙びでること 
びあります。しん調節つまみを下げるときは、炎を見ながらゆっくり操作しでください。 

•燃焼中は、点义つまみに軸れないでください。点义つまみを巧し下げるとおび上びります。また巧しすぎますと、点义ヒー 
夕のフイラメントび変おしたり断線したりすることびあります。 


参換気扇' 超音波)]日湿器などを使田すると、おびピンク色になることびありますび、異常ではありません。 



mmm 

■通常消义のしかた 


〇正しいおのが態 



燃焼筒び十分にホ熱し、 
燃烧筒上の炎の1申びび 
4 an な下 


ホ熱部巧 


X しんの上げすぎ 

燃焼筒上に炎び 4 cm 1； 


政上 1 申びでいる 1 



r 

〇 1 



1•しん調節つまみを上げる 

•静かに「消义位置 J まで弓 I き上げで、ミ肖义しでください。 


♦ストーブを巧したりしで消义しないでくださし、。 
♦ 3 〜5分で消义します。 


2.消义のお認をする 

♦必す消乂の確認をしでください。 














































































5. 使用方法 


■スピード消乂のしかた(緊急時の消义方法） 

急いで消义させるとき（緊急時）に使用しでください。 

1. スピード消义ボタンを巧す 



けな震自動消乂装置びが動し、しんび下びります。 

•通萬消义にくらべで、消义時のにおいび強くなり、すすび発ちす 
ることびあります。 


2•ミ肖义のお認をする 

参必す消义の確認をしでください。 


消义しない（しん調節つまみび「消义位置」に戻5ない)ときは • 


スピードミ肖义ボタンを巧しでち、しん調節つまみび「消义位置 J に戻らないときは、しん調節つまみを弓 I き 
上げで消义しでください。 

スピード消义ボタンを巧しでち、しんび完全に下びりきらない（しん調節つまみび「消义位置」に戻らな 
し、）のは、変質なミ由などでしんの上部に、タールなどび多く付着しでいることび原因です。 （1:^5 ページ） 
このよラなときは、しんの手入れをしでください。11ページ） 

それでも（スピード消乂ボタンを押しでち、しん調節つまみを引き上げでち）しんび下がらず、ミ肖义しない 
ときは、給';由タンクを取り化し、义び消えるまで燃焼させでください。 

〔このよラなとさは、お買い求めの販売店または、コ□ナお客様ご相談窓□にご相談ください。〕 


消义後再点义ずるとさは… 


消义をすぐに再点义すると燃焼筒の温度び高くで、点义しなかったり、においびします。また、点义ヒータの 
フィラメントび断線する場さびあります。燃焼筒びちえるまで、6〜7分位待つでから点义しでください。 


0巧震自動消义装置 

強い地震やお動、衝擊を受けたときはな震自動消义装置が'作動しで自動的に消义します。 

点义つまみをとまるまで巧し下げると自動的に t ットされます。 

(恩=6ページ） 

♦巧震自動消义装置は、 JIS に定められた100〜200刀ルの振動じより作動するよラに調整しであります。 

したびってご使田中における弱い曰萬的な振動、傾斜では作動しません。 

♦変質灯ミ由などでしんの上部にタールなどび多く付着しでいると、巧震自動消乂装置びた動しでもしんび完全に下び 
りきらないで消义しないことびあります。このよラなときはしんの手入れをしでください。11ページ） 

参地震によってが動した場合は、周囲の巧燃物、ス I ''ーブの損傷、ロミ由のあふれなど異萬びないことを確認したあと、 
再点义しでください。 


因その化の装置（給油時自動消义装置） 

燃焼中に、給油タンクを持ち上げると、自動的に消义します。 

給ミ由タンクをじットすると自動的に t ットされます。 

•給ミ由タンクび確実に入っていないと、忆ットされす、点义できません。 

•給ミ由時自動ミ肖义装置び働いた場合、消'乂時のにおいび強くなることびあります。においを抑えるため、しん調節つ 
まみで消乂させ、しばらくしでから給ミ由タンクを取り出しでください。 

































巧震 g 動消乂装置 

点検時は必す乾電逝 
を巧いでください。 


動員含 I 

♦乾電池を振いで、しんを上げ、置台のを 
側を前撞に強く動かしたとき、巧震自動 
消乂装置び作動しで、しんが'最後まで確 
実に下びるか。 


震 部(ふりこ、ベース )1 

♦ごみ、異物)、ほこりなどび付着しでいな 
いか。 


r 作動部(しん)1 
•しんの上下は スムーズ か。 
•タールの巧着はないか。 


♦感震部、作動部を点横する。 

f 燃焼筒と給;'由タンクを取り出したあと、左ち側面の止めねじ 
4本をはずしキャビネット（枠）を前ちじ傾け、操作パネルに 
い主意しで持ち上げ、キヤビネット（枠）をはすしでください。 


♦やわらかい巧で、ごみ、異物、 
ほこりなどをきれいにふきとる。 


キヤビネツト（枠）のはすし1 
かたは、上記作動具含の処 
置ち法参照。 



•しんの手入れをする。 （1:^11 ぺージ） 

•効栗のない攝含は、しんを交撰する。 

( お買いホめの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□’ 
I にご相談ください。 , 


しん案内筒パッキン 


♦のびたり、のれたり、傷んでひが入つ 
でいないか。 


•パッキンに、のび、のれ、ひびなどび入つでいた場ちは交換する。 
( お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナお客様ごす目談窓□、 
I にご相談 < ださい。 / 


画日常の点検•手入れ 

点檢•ま入れは、ミ肖义をストーブび十分冷えでから、おこなっでください。 

•巧 震 自動消义装置を分聞したり、ミ由でふいたりしないでください。 

•しんの標準化寸法は lOmm です。切ったり、長く司き化したりしないでください。 

• しん案内筒-給ミ由タンク-燃烧筒は変おさせないでください。また燃焼筒を落としで、ガラスを割ったりしないで 
ください。 


点検箇所 


点検する内容 


処置方法 


使 

用 

ご 

と 


置 台 
給;'由タンク 


>ミ由ちれ' ミ由のたまりやミ由のにじみびない 
力、。 


♦油のたまりや、ミ由のにじみはふきとる。 

•ミ由ちれのある場合は、お買いなめの販売店に修理を巧頼しでく 
ださい。 


外 

観 

キャビネット(枠)、反 
お板、疆板、置台など 

♦ほこりやちれびないか。 

♦ブラシややわらかい巧でふきとる。 

(ベンジン、シンナー、クレンザーなどでふかないでくださし、。） 

天 お 

♦化繊などのほこりび焼きついでいないか。 
♦白っぽく変色しでいないか。 

♦しめらせたやわらかい巧にクレンザーをつけでふきとる。 

• しめらせたやわらかい巧でふきとる。 


ス I ブの周囲 
乾電池 

しん案内筒 


•可燃物びないか。 

•点义ヒータのホ熱び弱くないか。 

♦点义しにくくないか。 

♦たいらの部かに燃えかすなどがたまって 
いないか。 

燃えかすなどびたまると燃晓筒のすわ 
りを悪くしで、燃焼を旧害することび 
あります。 


♦周囲を整理'清掃し、可燃物は取り除く。 

♦同じ種類の巧しい乾電ミ也(お一お2個)と交換する。 


•燃焼筒をはすし、©ドライバー 
の先で燃えかすなどを取 りおく。 

• しんの巧端をしん案内筒のた 
いらの部分に合わせ、燃えか 
すびみぞに落ちないよラにま 
意しでください。 


©ドラィバー 



月 

1 

回 


•点义ヒータの巧置（しんとの間隔）は正 
しいか。 

フィラメントび、しんになしでちよう 
ど良い位置じないと点义しにくくなり 
ます。 


点乂ヒータ 


♦ しんの出び1 0 mm のときに 
点乂ヒータの位置びちよラ 
ど良いところになります。 


>位置の調整はお買レホめ 
の販売店に依頼しでくだ 
さい。 1~2 mm 


2.5 mm 1〇のの 



しん裏巧筒 


♦フィラメントの変お、断線はないか。 


♦変形はマッチ棒などでまつす 
ぐになおす。 

♦変形がなおらないちのや、脚 
線したものは取り誓える。 
(原13ぺージ） 


フィラメント <フィラメントのお> 



しんの点火部 


♦燃えかすなどが舊ちでいないか。 

♦ほつれでいないか。 

' 点义操作をしでフイラメントがしんの 
ほつれに輔れると赤熱び悪くなり点义 
しにくくなります。 


♦燃えかすなどを取り除く。 
♦ほつれを切る。 


燃之かす 


i 


_/ 




_/ 


It 


ほつれ 


ち2回 2力ちに1回ち1回しん交換時 


10 
















































































8. 日常の点巧-手入れ 


■油タンク内（給油タンク•固定タンク）の変質口油や不純灯油を取り除くときは… 


処置方る（乂の気のないところでおこなっでください。） 

1.スピード'消乂ボタンを押しで、巧震自動消乂装置をた動させでください。 

2 .燃焼筒と給ミ由タンクを取り化したあと、左ろ側面の止めねじ4本をはす 

しキヤビネットけ苹）を前ちに傾け、操作パネルにミち意しで持ち上げで 
キャビネット(枠)をはすしでください。 

3 .オイルピンを取り化しで、固定タンク内のなミ由を図のよラじしで巧き取 

り、きれいなな';由で2〜3回洗ってください。 

4. ミ由受けざらの底じたまっている水やごみは必す巧きれでふき取ってくだ 
さい。 

5 . オイルピンをちとどおりピンびまっすぐ上を向くよラに取り付けでくだ 

さい。 

6 .給油タンク内ちきれいなな油で洗い、良質のな油に交換しでください。 

しんの手入れちあわせでおこなつでください。 （ t ^ l 1ぺージ） 


オイルピン 



しんの点検•手人れ（月1回) 


変質ななや不純な'ぶなどでしんの上部に力ーボンや夕ールび巧着し、不具舍びをじたと 
き5ぺージ）は、しんの丢入れをしでください。 


しんのま入れをするときは、風のあたらない場所でおこなつでください。風びあたるとホ乂び出たり、 
異常燃焼の原因になり危険です。また、しんのま入れ中はにおいびしますので換気をしでください。 



1.空タンクをたットする 

参給;由タンクの口;由を巧いで、空タンクを忆ットしでくだ 
さい。 

参じットしないとしんが下がつで、しんの手入れができません。 


2.点义操作をする 



参正しい炎のげ態で燃焼させでください。 （ 8ページ) 


3. そのままな巧びなくなつで、义力びルさくな 
るまで放置する 

4. 义力びルさくなったらしんをいっぱいに上げ、 
消义するまで燃焼させる 


•しんびかたくなっでいるときは、しんのま入れを2〜3回おこなっでください。 

•しんのま入れ後のご使南は、しんを一垂下まで下げでから給ミ由タンクを忆ットし、20分な上待ってしんに十分巧;'由び 
しみこんでから点乂しでください。 

しんに十かなミ由びしみこまないラちに点乂すると、吸い上げ不足のため燃焼筒のホ熱不足び続くことびあります。 


■次のようなときは新しいしんと交換してください。 （ t :^ 13ぺージ) 


V 


参しんのま入れをおこなっでを力ーボンや夕ールびとれす、効果びないとき。 
• しんび水を含んでしまい、しんの上下操1 乍び重くなったとき。 

♦しんの上部びミ肖耗しで、ラすくなったり短くなったり、凹凸になつでいる 
とぎ。 


■しんについて 

•このス I ブのしんは着义しやすいよラに点义部に切欠きびあります。 
♦の欠き部巧の繊維をほつれさせないでください。 
























































回定期点巧 

長期間ご使用になりますと、機器の点検が'必要です。 

2年に1回程度、シーズン終了後などにお買いホめの販売店または、修理資格者〔(財）曰本石'庙燃焼機器 
保守協舍 (TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習ミ修了客（5ミ由機器技術管理±)など〕のいる 
店などに点検の頼されることをおすすめします。 


愛情点検 

長年ごち 

g 用の石油ストーブの点検をぜひ！ 

の 

こんなを状は 
ありませんか 

♦ミ由ちれびする。 

参おび不安定でススや黒煙び出る。 

参器具を強くゆすつでち炎び消えない。 
♦焦げるよラなにおいや目びチカチカする。 
参その他の異常や故障びある。 


ご使用中止 


故障や事故の防止のため必す 
販売店にご連絡ください。 
点検-修理じついでのご費庙 
など詳しいことは販売店にご 
ホ目談ください。 


画な障-異常の見分け方と処置方法 


参巧の表にちとづいで、お確かめください。 

参処置ち法により処置しでも良くならないときは、お買い求めの販売店にごホ目談ください。 


/ - 
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処置方法 

\ 

参 

照 

ぺ 

I 

ジ 

給油タンク(こ口油びない 

• 

参 


参 


参 






• 

給ミをする 

6 

水、変質な油、不純灯ミをび混入しで 
いる 

• 

参 

参 

参 

参 

参 

• 

参 


• 

• 

• 

給油タンク、固定タンク巧の巧を 
巧き、きれいななミ由で洗い、しん 
ち交換する 

11-13 

しんに十分なミ由がしみこまないラち 
に点乂した 

参 

参 


• 


参 






• 

給油後はしんを下げで20分じ(上待 
ち、しんに十分なミ由びしみこんで 
から点火する 

7 

しんの上げすぎ 



• 

参 

参 








正しい炎のが態になるよラにしん 
を調節する 

8 

しんの下げすぎ 


参 


• 


参 







燃焼筒のすわりび悪い 



参 

• 

参 








燃焼筒つまみをだちに動かしです 
ねりをなおす 

7 

長時間閉め切った部屋で使巧しでいる 


参 


参 


参 







窓をあけ、部屋の換気をする 

1 

しんにタールび巧着しでいる 

参 

参 

参 

• 


参 

• 

• 


参 


• 

「しんの手入れ」をする 

11 

点乂ヒータのフィラメントの変お、 

删線 

• 












変形をなおすか交換する 

10.13 

乾電池び正しく入っていない、消耗 
しでし、る 

参 












® ©を正しく入れる 
新しい乾電池と交換する 

5 

燃焼筒の変お、破損 













新しい部品と交換する 

13 

風、振動を受けでいる 









• 




風の当たらない場所で使用する 
振動を受けないよラ(こする 

2 

しん上下機構び故障しでいる 

• 






参 

• 


参 



販売おにの頼しですぐ修理する 

- 

給油タンクが入っていないまたは、 
確実に入っていない 









参 


参 


給油タンクを確実に入れる 

6 

巧震自動消乂装置び故障しでいる 









参 




販売店に依頼しですぐ修理する 

ノ 


参燃焼かやミ肖乂をに、ときどき「ポコンポコン」といラ音びしますび、これは給ミ由タンクから固定タンクへなミ由び流出す 
るときの音で異常ではありません。 
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团部品交換のしかた 


■部品交換のときのま意 

段輔 不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整が'必要な場合には、お買いホめの販 
売店または、修理資格害〔(財） 曰 本石';あ燃焼機器保守協含でおこなラ技術管理講習含修了害（石'; 由 機器 
技術管理±)など〕のいる販売店にご相談ください。 

部品交換は コロナ純正部品 とご指定 < ださい。 

V 

♦しんの交換は、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓 
□への頼されることをおすすめします。 

参しんは必ず検査に合格または認証された 「コロナ純正しん SX -2270 J (ちの 
マーク巧）をご使巧ください。器具に適さしないしんや、粗悪なしんを使巧 
しますと、性能を十分発揮できないばかりでなく义がや中養の原因になります。 

参しんの交換ち;去は、替しんに同こんの「石ミ由燃烧機器庙しん取扱説日月書 J にしたびってください。 


燃焼筒の交換 


燃焼筒のガラスび割れたとさは、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□にご相談ください。 



点乂 ヒータの 交換 


1.乾電池と燃焼筒を取0出す 


2.リングフタをひらく 

•リンブフタの止めねじ 
1本をはずしで、リン 
クフタを開いでください。 



1」ンヴフタ 


3.点义 ヒータを はずす 

参ちい点义ヒータを押し 
なびら左にまわしで、 
ソケツトからはずしで 
ください。 



①押す 


⑤まわす 


4.新しい点义ヒータを取0付ける 

♦点义 ヒータのヒータ 刀ードを下側にしで、ソケットに取り 
巧けで < ださし、。 

万-ドを下にする 一 V I ②まわす 





①巧す 


5.リングフタを固定する 

♦リンブフタのつめび案内 
筒リンブの角巧に入つで 
いることを確認しでから、 
ちとどおりに止めねじで 
固定しでください。 


^8 


止めねじ 


旧保管 

おしまいになるときは、日常の点検•手入れの項を参照し、巧の要領で保管しでください。 


長期間使用しないとき 


1.給油タンク-固定タンクののな巧を巧き取ってください。 ページ） 

参か、ごみなどを残したままな管すると、さびや巧あきの原因になったり、しん上下不良の原因になることちあります。 
♦口巧を抜いたあとは、内部をよく乾燥させでください。 


2. しんのま入れをしでください。 ぺージ）_ 

3. 必ず乾電池を取0はずしでください。 

4. 巧部のごみやほこりを取つでください。 

•燃烧筒と給ミ由タンクを取り出したあと、左ち側面の止めねじ4本をはずしキャビネット（枠）を前方に傾け、操作パネ 
ルに-;ち意しで持ち上げでください。掃除機などでごみやほこりを取り除いたのち、ちとどおりに組みなででください。 


5.ストーブのが親を掃除しでください。 10ぺージ) 


6. 巧 震 自動消义装置を作動させでください。 （1^10 ぺージ）_ 

7. 包装箱に入れて、乾燥した場所にが平に保管してください。 

» |么ま意 I 傾けたり、横倒しの状態では絶対に保管しないで<ださい。 

•取扱説明書は、保証書となに大切(こ保管しでください。 

•来シーズンにお使いになるときは、対震自動消火装置の作動を2〜3回くりかえし、しんが最穫まで下びることを確かめでくださし、。 
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国仕様 


型百：の呼び 

RX -228 (薑本型式 RX -221) 1 

種 類 

しん百：-放射お 

点义ちな 

電池点义 

使巧燃料 

灯;'由 （ J に1号 CT ミ由） 

燃料消費量 

0.218 L/h 

暖房出力 

2.24 kW 

ミ由タンク容量 

4.0 L 

燃焼継続時間 

約18.0時間 

標準適室 

木 造 10.0 が (6 置)まで 

コンクリート13.0が(8置)まで 

外お寸ま 

高さ 475 mm 幅 452 mm 奥行 314 ran 
(置台を含む） 

質 量 

7.3 咕 

し ん 

種 類 

普通筒しん 

呼び寸法 

内径 65 mm 厚さ 2.8 mm 

安全装置 

巧震自動消义装置 

その他の装置 

給ミ由時宜動消乂装置 . 


※乾電池は別売です。同じ種類の新しい単一あ乾電池を2個巧意しでください。 



アフターサービス 


保証について 


•このコ□ナ石ミ由ス I ブにはな証書びついでいます。 

「お買いあげ曰 '販売店 S 」 などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受けとりになり、大切にな管しでください。 
参保証期間はお買いあげいただいた曰から1年間です。 

参巧のよラな原因による故障および事故じつさましでは、 f 呆証の巧象になりませんのでま意しでください。 

• 変質なミ由や不純な';由など、またなミ由!^外の燃料使届による故障や事故。 

• 誤った使巧ち法による故障や事故。 


な証書をごらんください。 


修理を依頼されるとき 


参本書の「故障•異常の見分けちと処置ちま」 （1:^12 ページ）の頂にしたびって調べでも良くならないときは、 
お買いずめの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 

参ご連給いたださたい内容は巧の通りです。 

• 品名 

•型なの呼び 
•お買いあげ曰 

• 故障状況（でさるだけ具体的にご連絡ください。） 

• ご住所-ご氏名-お電話塞号 

♦修理に際しでは、な証書をご提示ください。 

な証期間中であれば保証書の規定にしたびって無料修理させでいただきます。 

参ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店かおおくのコ□ナお客様ご相談窓□にお問い含わせく 
ださい。 


■保証期間が過ざているとをは 

♦お買い巧めの販売店にご相談ください。修理によって使田できる裂品についではお客様のご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

参石';由ストーブの巧修巧性能部品（機能を組持するために必要な部品）の保有期間は製造巧ちのりを6年です。 

■修理に出されるとさは 

♦輸送時や運搬時に給;由タンク' 固定タンク内にな;由び残ったままですと、傾きや振動で灯;由びこぼれることびありますので、 
必すなき取ってください。 
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